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3電子ジャーナルの利用統計
4電子ジャーナルの利用統計
?電子ジャーナルの利用統計は利用量
（usage）を測定する。
?図書館は出版社やベンダーが提供する
電子ジャーナルの利用統計に依存して
いる。
?COUNTERの実施コードが電子ジャー
ナルの利用統計の事実上の標準となっ
ている。
5COUNTERとは
? COUNTER
Counting Online Usage of  NeTworked Electronic 
Resources
? 創設
2002年3月
? 目的
様々なカテゴリーのオンライン利用データの記録と交換を規
 定する国際的に合意された実施コード（COP: Code of 
Practice）を開発すること
? 会員
207（業界団体13，図書館コンソーシアム58，図書館77，ベ
 ンダー59）[国立大学図書館協会，ユサコ]
出典：http://www.projectcounter.org/
6Code of Practice（実施コード）
? 目的
電子情報資源について信頼できる一連の基本的オンライン
 利用レポートをベンダーが提供できるようにすること
? 規定事項
計測すべきデータ項目，データの定義，利用レポートの内容・
 形式・頻度及び配布方法，直接使用と仲介業者を通した利
 用レポートの結合する場合の手順
? 種類
－電子ジャーナル及びデータベース（リリース２
 
2005年）
－電子ブック及び電子参考図書（リリース1 2006年）
7COP for Journals and Databases（１）
? 種類
－JR1：雑誌レポート１：月別および雑誌別の成功した論文フルテキスト要
求件数
－JR2：雑誌レポート２：月別および雑誌別のアクセス拒否数
－DB1：データベースレポート１：月別およびデータベース別の総検索数及
び総セッション数
－DB2：データベースレポート２：月別およびデータベース別のアクセス拒
否数
－DB3：データベースレポート３：月別およびサービス別の合計検索数およ
び合計セッション数
－JR1a:月別および雑誌別のアーカイブからの論文フルテキスト要求件数
（オプション）
－JR3：雑誌レポート３：月別，雑誌別，およびページタイプ別の成功したア
イテム要求数とアクセス拒否数（オプション）
－JR4：雑誌レポート４: 月別およびサービス別の総検索実行数
（オプション）
8COP for Journals and Databases（２）
?ダブルクリック・フィルター（HTML版論文）
リクエスト１：
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リクエスト２：
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9Journal Report 1 (R2)
HTMLとPDFに分
 
けて表示
プリント版とオン
 
ライン版のISSN 
を表示
出版社とプラット
 
フォームを表示
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COUNTER準拠ベンダー
ベンダー JR1 JR2 DB1 DB 2 DB3 JR1a JR3  JR4 XML 
Allen Press ○ ○ ○ × × ×
American Academy of Periodontology ○ ○ ○ × ○
American Anthropological Association ○ ○ ○ × ○
American Association for the 
Advancement of Science 
○ ○ ○ ○ ×
American Society for Biochemistry and 
Molecular Biology
○ ○ ○ ○ ×
American Society for Bone and Mineral 
Research 
○ ○ ○ × ○
American Veterinary Medical 
Association 
○ ○ ○ × ○
Registers of Vendors：電子ジャーナル及びデータベース
出典：http://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/j/projects/ej/COUNTER_Register_of_Vendors_October_2007.pdf
XML形式
 
での提供
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COUNTER準拠ベンダーの推移
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COUNTERの成果と課題
? 成果
－電子情報資源（e-resources）の利用レポートの標準化
－利用統計の品質改善
－用語の標準化
? 課題
－ベンダーが提供する利用レポートを制約
－ベンダー寄りの姿勢
－対象とするe-resourcesの粒度
－新しい技術の影響への対応
－出版社の電子ジャーナル・プラットフォームの影響の排除
－オープンアクセスへの対応
13
出版社の電子ジャーナル・プラットフォーム
 の影響（１）
 
PDF対HTML
出典：Philip M. Davis, Jason S. Price; "eJournal interface can influence usage statistics: 
Implications for libraries, publishers, and Project COUNTER ", 
J. Amer. Soc. Inf. Sci. Tech., 2006, 57 (9), 1243-1248.
1:1
20:1
コーネル大学2004年実績
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出版社の電子ジャーナル・プラットフォーム
 の影響（２）
 
HighWireとNature
HTMLを経由しな
 いとPDFが閲覧
 できない
出典：Philip M. Davis, Jason S. Price; "eJournal interface can influence usage statistics: 
Implications for libraries, publishers, and Project COUNTER ", 
J. Amer. Soc. Inf. Sci. Tech., 2006, 57 (9), 1243-1248.
過去の事例
15
bepress（The Berkeley Electronic Press）
 の対応（１）
 
フィルタリング
出典：http://www.bepress.com/download_counts.html
COUNTER 
のレベル
ベイズ解析あるいは他の経験
 
則を使った未確認のRACSか
 
らのダウンロードの除去
既知のロボットやそれ
 
以外のRACSからのダ
 
ウンロードの除去
bepress及びサテライト・
 
オフィスの雇用者による
 
ダウンロードの除去
16
bepress（The Berkeley Electronic Press）
 の対応（２）購読誌
過剰カウントが
 発生して
いないか
17
bepress（The Berkeley Electronic Press）
 の対応（３）：オープンアクセス
943,750件
887,500件
462,950件
1.92倍
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電子ジャーナルと利用者行動
19
学術論文の生産と利用状況の変化
? 研究者は従来にも増して，広範囲な情報源からより多くの一
次雑誌（primary journals）を読んでいるように見える。これを
推進させるための重要な要素は，利用できるエンドユーザ探
索ツールと研究者が知識生産でモードⅡにかかわるように
なったことによる作業慣行の変化のように見える。
? 専門家向けの二次情報サービスが引き続き堅調であるのは，
モードⅠの強いごくわずかの領域でしかない。Web of 
KnowledgeやScopusのような包括的なサービスが非常に
有望である。
? 研究者は論文を読むのに時間をかけなくなっている。文献の
加速度的増加の結果，彼らは自分の学問分野をますます狭
い観点から見ている。
出典：Rowlands, Ian. Electronic journals and user behavior. 
Library & Information Science Research. Vol.29, 2007. p.369-396.
20
デジタルへの移行
?導入されると，雑誌の電子版は，印刷版の利用に
劇的にかつ多くが予測していたよりも早く取って代
わった。
?電子ジャーナル・プラットフォームの導入は，印刷版
のみの雑誌に悪影響を与えた。
?雑誌中心から論文（separates）中心への大きな転
換が進行している。
?利便性とデジタル視認性は新しい情報ランドスケー
プでは重要な要因である。
?デジタルへの移行についての最新の思想の多くは，
領域による根本的な差違に対する意識が希薄であ
る。
出典：Rowlands, Ian. Electronic journals and user behavior. 
Library & Information Science Research. Vol.29, 2007. p.369-396.
21
利用者行動の変化
?電子ジャーナル・データベースの導入はブラ
ウジング行動から検索行動への大きな転換
を示す。
?研究者は探索が上手ではなく，デジタル図書
館をナビゲートする一連の対処方法をとって
いる。
?印刷ベースのシステムと電子システムは，情
報探索サイクルでさまざまな目的に応じてさ
まざまな時間に利用されている。
出典：Rowlands, Ian. Electronic journals and user behavior. 
Library & Information Science Research. Vol.29, 2007. p.369-396.
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電子ジャーナルの評価と利用促進
23
評価の視点
? Input → Output  → Outcome
?統計（E-metrics）
－サービス（Input）
－利用（Output）
－経費（Input）
24
電子ジャーナルの統計指標
?SCONUL（英国国立・大学図書館協会）
－電子版雑誌タイトル数（2f）
－印刷版及び電子版雑誌タイトル数（2g）
－成功した雑誌論文フルテキストの要求件数
 （4r）
－電子版雑誌の購読経費（7ｄ）
－印刷版及び電子版雑誌の購読経費（7e）
出典：SCONUL Annual Library Statistics, 2005-2006.  2007.
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2005/2006年度の英国大学図書館の
 電子ジャーナルの基本統計
2f.電子版雑
 誌タイトル
 数
2g.印刷版
 及び電子版
 雑誌タイト
 ル数
4r.成功した
 雑誌論文全
 文の要求件
 数
7d.電子版
 雑誌の購読
 経費（￡）
7e.印刷版
 及び電子版
 雑誌の購読
 経費（￡）
平均値 5,374 885 706,408 221,263 232,565
中央値 3,861 529 430,280 89,507 127,834
最小値 0 0 148 0 0
最大値 27,568 11,912 7,832,627 1,986,804 2,103,001
回答数 129 126 106 91 87
出典：SCONUL Annual Library Statistics, 2005-2006.  2007.
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2005/2006年度の英国大学図書館の
 電子ジャーナルの派生統計
L1.FTE利用者当
 たりのダウンロード
 件数[4r/3h]
L5.論文ダウンロー
 ド単価（￡）
 [(7d+7e)/4r]
3h.利用者数
 （FTE）
平均値 49.1 0.73 14,923
中央値 30.7 0.77 14,223
最小値 1.4 0.00 229
最大値 535.3 41.13 71,244
回答数 93 78 127
出典：SCONUL Annual Library Statistics, 2005-2006.  2007.
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電子ジャーナルの評価指標（１）
?重要パフォーマンス指標（ニューカッス
ル大学）
－パッケージ中のタイトル数[サービス] → JR1
－全文ダウンロード件数[4r]
－最大ダウンロード件数（月）
 
→ JR1
－最小ダウンロード件数（月）
 
→ JR1
－平均ダウンロード件数（年）
 
→ JR1
－PDF全文ダウンロード件数
 
→ JR1
－HTML全文ダウンロード件数→ JR1
出典：Taylor-Roe, Jill；
 
Spencer, Cliff. A librarian's view of usage metrics 
Serials, Vol.18, No.2, 2005. p.124-131. 
28
電子ジャーナルの評価指標（２）
?重要パフォーマンス指標（ニューカッス
ル大学）
－PDF／HTMLの比率
 
→
 
JR1
－FTE利用者当たりのダウンロード件数[L1]
－アクセス拒否合計件数（ライセンスに含まれないタ
イトル）
 
→COUNTERでは同時アクセス数オー
バー件数
－高い利用（100件以上）
 
→ JR1
－中間の利用（11件から99件）
 
→ JR1
－低い利用（0件から10件）
 
→ JR1
出典：Taylor-Roe, Jill; Spencer, Cliff. A librarian's view of usage metrics. 
Serials, Vol.18, No.2, 2005. p.124-131. 
29
電子ジャーナルの評価指標（３）
?経費
－パッケージ総経費（適切な場合は印刷体と電子版の合計）
 [7d+7e]
－ 雑誌総経費に対する割合（%）[7d+7e/7b×100]
－ タイトル当たりの平均経費[7d+7e/2f+2g]
－ 論文ダウンロード単価[L5]
－ FTE利用者当りの単価[7d+7e/3h]
出典：Taylor-Roe, Jill; Spencer, Cliff. A librarian's view of usage metrics.
Serials, Vol.18, No.2, 2005. p.124-131. 
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電子ジャーナルの評価指標（４）
?追加指標
－Pay-per-view総件数
－Total Images
－ 利用上位20タイトル：購読誌対非購読誌
－ 利用上位20タイトル対インパクト・ファクター
－ 利用による主題分布
－ 高額上位10タイトル対利用件数
－ タイトル当たりSFXクリック回数
出典：Taylor-Roe, Jill; Spencer, Cliff. A librarian's view of usage metrics. 
Serials, Vol.18, No.2, 2005. p.124-131. 
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電子ジャーナルの評価指標（５）
?利用ファクター（UF：Usage Factor）
総利用数（特定期間におけるCOUNTERの
 JR1）/オンライン公開された総論文数（特定
 期間）
→
 
IF（Impact Factor）の代替指標？
出典：
 
http://www.uksg.org/usagefactors/final
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利用統計の例（A大学）パッケージ別
2006年電子ジャーナルパッケージ別利用件数
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利用統計の例（A大学）月別
2006年電子ジャーナル月別利用件数
140,735
132,531
119,090
143,032
159,842
133,931
114,047
145,414
131,187
143,635140,231
157,040
0
20,000
40,000
60,000
80,000
100,000
120,000
140,000
160,000
180,000
2006.1 2006.2 2006.3 2006.4 2006.5 2006.6 2006.7 2006.8 2006.9 2006.1 2006.11 2006.12
34
利用統計の例（A大学）月別・パッケージ別
2006年電子ジャーナル月別・パッケージ別利用件数の推移
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利用統計の例（A大学）利用上位20タイトル
No. タイトル 出版社 利用件数 IF(2006) 購読・非購
 
読
備考
1 Journal of the American Chemical Society American Chemical Society 64,135 7.696 購読
2 AIP Conference Proceedings APS 51,067 n.a
3 Nature Nature Publishing Group 50,369 26.681 購読
4 Science (1997-present) American Association for the Advancement of 
Science
25,688 30.028 購読
5 Applied Physics Letters AIP 36,628 3.977 購読
6 ACS Journal Archives
 
(1879-1995) American Chemical Society 34,492 n.a
7 Angewandte
 
Chemie
 
International Edition Wiley 25,871 10.232 購読
8 CHAOS AIP 22,375 2.316 購読
9 Journal of Applied Physics APS 20,780 3.107 購読
10 Organic Letters American Chemical Society 20,698 4.659 購読
11 The Journal of Organic Chemistry American Chemical Society 19,443 3.790 購読
12 Journal of Experimental & Theoretical Physics APS 18,412 7.072 購読
13 Tetrahedron Letters Elsevier 18,300 2.509 購読
14 Cell Elsevier 15,307 29.194 購読
15 Biochemical and Biophysical Research 
Communications
Elsevier 14,094 2.855 購読
16 Journal of Physical Chemistry B American Chemical Society 12,332 4.115 購読
17 Journal of Alloys and Compounds Elsevier 12,192 1.250 非購読 2007から中止
18 Tetrahedron Elsevier 12,188 2.817 購読
19 Journal of Crystal Growth Elsevier 12,158 1.809 購読
20 Journal of Magnetism and Magnetic Materials Elsevier 12,085 1.212 非購読 2007から中止
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利用統計の例（B大学）パッケージ月別・複
 数年
ScienceDirect月別論文ダウンロード件数の推移：2003-2006
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利用統計の例（B大学）パッケージ・推移
ScienceDirect月別ダウンロード件数の推移（2003年1月～2006年12月）
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電子ジャーナルの利用促進
39
利用統計の活用
?電子ジャーナルの利用を増やすための手段
としての活用
→
 
戦略的な研修計画の立案
→
 
サービスのプロモーション促進
?データベース等の他の電子情報サービスと
の連携を把握
?広報
40
複数の利用システム
?タイトル
－ホームページ上の検索機能付リスト
－OPACからの検索とリンク
?論文
－検索エンジン
－データベースからのリンク
－リンク・リゾルバからの自動リンク
－横断検索（Federated Search）の利用
41
HighWire Pressへの検索エンジンから
 の参照：2005年6月
Google 56.4%
PubMed 8.7%
Google Scholar 3.7%
Yahoo 3.4%
HighWire 2.1%
MSN 0.6%
その他の検索エンジン
25.1%
出典：New England Journal of Medicine 354;1  January 5, 2006
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OpenURL 
リンクリゾルバ
(サーバ)
知識ベース
リンク ターゲット
-OPAC
リンクターゲット
- デジタル・リソース
リンク ターゲット
- ILL/DDS
リンクリゾルバ
リンクの処理
ターゲット
リンクの到着
リンク
 
ターゲット
- ウェブ
 
検索エンジン
OpenURL ソース
•ISI Web of Knowledge
•EBSCOhost
•Inspec
•CiNii
•JDreamII
•NetLibrary
•ScienceDirect
•SpringerLink
•OPAC
•電子化コレクション
ソース
リンクの開始
リンク・リゾルバ
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横断検索
JDreamⅡ EBSCO ProQuest OVID
利用者
横断検索
-すべてを検索
 -ビジネス
 -医学
 …
訪問
 
= 1 
セッション
 
= 20 
検索
 
= 20 
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ご静聴ありがとうございました
